
◆委員長コメントの要旨 

  

最初の議題は、設置要領に基づく委員会の公開・非公開についてであった。本調査委員

会では出水状況の目撃証言など、詳しい聞き取り調査が必要となるので、個人が特定され

るおそれがある。県の公開に関する指針および情報公開条例にも、そのようなおそれがあ

るときは非公開にするということが唱われているので、本調査委員会は非公開で行うこと

に決定した。決定理由については、県のホームページでお知らせする。（議事録） 

 その他については、今回の洪水について、現在得られている情報の確認と、今後委員会

として何を検討するかという２つを議論した。 

まず、雨量データについて、流域平均の日雨量、２日雨量等が資料として提出されたが、

最近では各市町村等も雨量観測を行っているので、資料数を増やし、さらに精度を上げて

いくことが望ましいという結論になった。 

 洪水においては、上流側の破堤は下流側の水位や流量に大きく影響する。従って、今回

の洪水では上流で破堤しているという条件も考慮した水位、流量の資料を作ってもらい、

全体としてどのようなものであったかということを検討することになった。 

 堤防に関係しては、土質や堤防が築造されている地盤が問題になる。今回、破堤箇所の

土質資料が提出されたが、破堤箇所だけでなく、上下流や破堤はしなかったけれども一部

欠壊したような箇所の調査も、堤防全体の特徴を理解するという意味で必要ではないかと

いう議論になり、範囲を広げて調査を行ってもらうことになった。 

最後に越水について、痕跡水位の資料や証言等をもとに議論をして、確かに水位が堤防

天端を越えている場所があったということは了解をされたが、ある特定の場所で本当にど

のような現象が起きていたかという点については今回の証言だけではまだ不十分なので、

さらに水防団の活動、地元の方々への聞き取り調査を行ってもらうことになった。 

 以上４点が今回議論された主な項目である。 

 


